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意見書の要旨の集約 神戸市の考え方

（１）公園区域について
　神戸市では、市の重要施策である医療産業都市構想に基づき、中
央市民病院を核とした高度な専門病院群の集積による「メディカル
クラスター」の形成を進めています。
　中央市民病院周辺では、「神戸低侵襲がん医療センター」や「西
記念ポートアイランドリハビリテーション病院」などの立地が決定
しており、また、「兵庫県立こども病院」についても、患者の療養
環境に配慮し公園と一体となった環境にも期待して、兵庫県が移転
を決定しました。
　ポートアイランドはまちびらきから３０年以上が経過し、取り巻
く環境や社会情勢が変化していることをうけて、南公園周辺におい
ても、施設配置や公園機能を見直すことにより、新たな活力や知を
創造するとともに、住み、働き、訪れる人々でにぎわう高質な都市
環境の充実をめざすものです。
　このたびの計画変更により、現在の南公園と中央緑地を再編し、
都市計画公園として位置づけるとともに、一体性・回遊性を高める
ため臨港道路をまたぐ新たなデッキを整備することにより、これま
で利用されていた地域住民や近隣で働く就労者だけでなく、病院を
利用される方など多くの方々が利用しやすい公園を将来にわたって
維持していきたいと考えています。
　なお、「神戸低侵襲がん医療センター」の計画地は、現在の南公
園内ではなく、南公園に隣接する神戸市の所有地です。

　がん病院は民間の計画とはいえ、南公園の土地の上に公共施設とし
て緑地や広場等を含むプランであるが、どうしてこの計画は、公園を
潰さない周辺地域としなかったのかを明確にする必要がある。
こども病院の誘致についても何故、中央緑地を潰す場所としたのか。
　南公園の両サイドの医療関連施設誘致予定地を、公園緑地を潰さな
い周辺の地域にこそ誘致を図るべきである。
　当初のポーアイの土地利用計画図（「ポートアイランド海上都市建
設の15年」）にある北、中、南公園が減少していること等、現状を認
識したうえで慎重な審議をお願いする。

　医療産業都市との関連で、企業や医療機関が進出する土地を用意す
る必要性は十分に理解できるが、現在の南公園の一部を廃止し、公園
の緑地を削ってまで進出用地を作る計画には反対である。

　ポートアイランド南公園と中央緑地の開発残地を合計して、「ポー
トアイランド南公園の拡張」という呼称が姑息であり、市民に対して
説明する誠実さが感じられない。

①～③

１．都市計画に関する意見

①

　
②

③
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意見書の要旨の集約 神戸市の考え方

①

②

③

　南公園周辺に立地する事業者も緑豊かな公園等の環境を求めること
は解るが、この環境を守り育てながら、その環境を毎日享受している
ポーアイ市民がいることを忘れているのではないか。誘致用地で壊さ
れる緑地をどう修復するのか説明する必要がある。

　今回の計画により、貴重な桜をはじめとする樹木がなくなるのは、
公園利用者にとって大きな損失である。

　売却予定地には、卒業記念植樹や市民花壇、タイムカプセルをいれ
た場所もあり、これらの場所の保全又は救済の措置を求める。

①～②

③

　南公園西側の都市計画を変更する区域の桜などの樹木について
は、今後、樹勢・樹形などを調査し、状況に応じて移植などの対応
を検討していきます。

　卒業記念植樹については、関係者に理解を頂きながら、必要な調
査のうえ移植等に努めるとともに、タイムカプセルについても適切
に対応していきます。
　なお、市民花壇については、現地での活動終了について、活動さ
れている団体にご説明させていただいているところです。

　「神戸スマート都市づくり計画案」の六甲山系南部における気温分
布図を見ると、南公園部分が周辺と比較して気温が低く水や緑の環境
効果が出ており、この結果をふまえた審議を求める。

　「神戸スマート都市づくり計画案」では、「土地利用分野の現
状」の一つとして、六甲山系南部における気温分布図を示し、「河
川や運河など熱の発生源となるものがなく開けた空間がある場所で
は気温が低い」と記載しています。
　今回の都市計画の変更により、現在の南公園と中央緑地を再編
し、新たな公園区域として一体的に都市計画に位置づけることによ
り、環境保全機能を有する公園としての空間を確保するものです。

　縦覧期間をまともに設定すべきである。 大型連休中を狙ったかの
ように５月１日から５月15日までとする設定に姑息さが感じられる。
本当に市民に広く意見を求めるのであれば、再度縦覧すべきである。

　都市計画案の縦覧や意見書の提出などの都市計画手続きについて
は、市の広報紙、ホームページなどにより広報・周知に努めていま
す。
　今回の変更においては、平成23年６月に、自治会に対して、土地
利用計画に関する説明を行ったうえで、平成24年２月に改めて都市
計画変更内容及び手続きに関する説明会を開催しました。
　平成24年５月からの都市計画案の縦覧については、広報紙やホー
ムページへの掲載などに加えて、案の内容や縦覧期間、意見書の提
出方法などをまとめたチラシを地元自治会の掲示板に掲示し、広く
周知を行っています。

（２）緑地の修復等について

（４）都市計画案の縦覧期間について

（３）水と緑の環境効果について
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①  港湾計画変更の審議で市会議員の出席が何故なかったのか。何ら議
論もなく「環境への影響は軽微」として審議は終了したとある。我々
市民には、どのような人々の意見を聞いて審議会へ資料を提出したの
か不明であり、この決定が今回の計画変更に影響があるのであれば今
回の都市計画審議会で良く議論して頂きたい。

今回の都市計画案に対する意見には該当いたしません。

② 　港湾審議会の資料によると、中央緑地の一部が国際医療開発セン
ターの敷地となっているが、何ら議論もされずに売却されており、そ
の施設を市が買取る話まで報道があるが本当なのか。土地利用の変更
や売却を誰が何時どこで判断したのか説明すべきである。

③ 　神戸低侵襲がん医療センター建設事業の民間都市再生整備事業計画
と南公園や中央緑地を縮小した港湾計画の策定に、地元ポーアイ市民
の意見を取り込む姿勢が感じられないが、計画作成時の地元市民への
説明や計画の周知、住民の意向反映方法はどのようであったか。

２．その他の意見

（３）その他ついて

（１）港湾審議会での審議について

（２）国際医療開発センターの敷地の売却について
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